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Geidai Tanshin 芸大★短信

冬から春への大学美術館 2003.12>>>2004.3

大
藪
雅
孝
退
官
記
念
展

教
育
理
念
・
造
形
理
念
の
集
大
成

中
島
千
波

芸
術
創
作
な
ら
び
に
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
四
十
年

間
に
わ
た
り
実
践
実
行
し
て
き
た
大
藪
雅
孝
は
、

そ
の
過
程
で
多
く
の
芸
術
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
教

育
者
を
送
り
出
し
て
い
る
。
教
育
理
念
と
美
学
を

若
者
た
ち
に
た
た
き
込
ん
だ
こ
と
が
そ
れ
を
大
い

に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
身
の
創
作
意
欲
は

時
代
と
と
も
に
呼
応
し
前
衛
的
作
品
群
を
発
表
し

つ
づ
け
、
今
日
に
至
り
独
自
の
造
形

を
確
立
し
て
い
る
。

助
手
か
ら
教
授
を
務
め
あ
げ
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
内
で
の
変
革

を
成
し
遂
げ
る
多
忙
さ
は
真
に
大
変

な
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
自
己

確
立
と
創
造
性
の
貪
欲
さ
は
他
に
優

る
も
の
は
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
度
の
退
官
展
で
は
、
教
育
者

と
し
て
の
面
と
芸
術
家
と
し
て
の
二

面
を
展
覧
し
大
藪
雅
孝
の
思
考
回
路

と
芸
術
哲
学
を
観
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

特
に
大
藪
哲
学
の
基
本
理
念
が

「
芸
術
の
土
台
と
骨
格
は
デ
ザ
イ
ン

に
在
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普

遍
的
な
造
形
は
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
造

形
感
覚
を
教
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
芸
術
分
野
に
対
応
で
き
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
教
育
理
念

を
実
践
し
教
鞭
を
執
る
行
為
が
実
作

に
お
い
て
の
実
現
化
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今

回
の
作
品
と
自
身
の
ア
ト
リ
エ
と
身
の
回
り
に
在

る
も
の
た
ち
は
大
藪
芸
術
の
造
形
理
念
の
集
大
成

で
あ
る
。

（
な
か
じ
ま
・
ち
な
み
／
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
教

授
）

赤
松
麟
作
（
一
八
七
八
〜
一
九
五
三
）
の
代
表

作
「
夜
汽
車
」
は
、
夜
明
け
に
向
か
っ
て
ひ
た
走

る
夜
汽
車
と
、
活
力
に
満
ち
た
三
等
車
の
乗
客
を

描
い
て
、
明
治
と
い
う
積
極
的
な
時
代
の
性
格
を

さ
え
も
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
一
作
に
よ
り
、
東
京

美
術
学
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
弱
冠

二
三
歳
の
赤
松
は
、
明
治
美
術
史
に
不
朽
の
名
を

と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
年
は
赤
松
麟
作
没

後
五
十
年
に
あ
た
る
の
で
、
大
学
美
術
館
で
は
、

こ
の
よ
う
な
早
熟
な
画
家
の
出
現
の
背
景
を
も
含

め
て
、
そ
の
全
業
績
を
回
顧
す
る
企
画
を
た
て
た
。

東
京
美
術
学
校
に
西
洋
画
科
が
開
講
さ
れ
た
の

は
明
治
二
十
九
年
九
月
で
あ
る
が
、
赤
松
は
明
治

三
十
年
二
月
に
臨
時
試
験
を
受
け
て
入
学
し
た
。

第
一
期
生
に
遅
れ
る
こ
と
五
カ
月
、
実
質
的
に
は

一
期
生
に
等
し
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
一
期
生
二
○
人
の
う
ち

半
分
は
東
京
の
黒
田
清
輝
と
大
阪
の
山
内
愚
僊
の

門
下
生
だ
っ
た
。
準
一
期
生
の
赤
松
も
大
阪
育
ち

で
山
内
門
下
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
展
は
ま
ず
、
山
内
愚
僊
と
い
う
今
日

で
は
忘
れ
ら
れ
た
洋
画
家
を
始
め
、
赤
松
の
教
師

や
級
友
の
作
品
に
光
を
あ
て
、「
夜
汽
車
」
誕
生
の

背
景
を
考
察
す
る
。
次
に
卒
業
後
の
中
学
教
師
時

代
と
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
挿
絵
記
者
時
代
、
さ
ら

に
新
聞
社
を
や
め
て
画
塾
を
経
営
し
つ
つ
自
ら
の

芸
術
を
追
求
し
て
い
っ
た
時
代
を
追
う
。
最
後
に

晩
年
、
水
墨
絵
巻
を
も
得
意
と
し
た
文
人
と
し
て

の
赤
松
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
展
示
の
綜
合
か

ら
、
お
の
ず
と
た
ち
現
れ
る
赤
松
麟
作
の
人
間
愛

に
満
ち
た
世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

か
な
ら
ず
し
も
よ
く
知
ら
れ
て
は
い
な
い
赤
松
の

長
い
画
業
に
、
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
意
図
し
て
い
る
。
な
お
、
当
大
学
美
術
館
の

設
立
に
際
し
、
格
別
の
ご
配
慮
を
く
だ
さ
っ
た
当

時
の
文
部
大
臣
赤
松
良
子
氏
（
赤
松
麟
作
の
令
嬢
）

に
は
、
今
回
の
企
画
に
も
多
大
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

＊
併
設
・
特
集
展
示
２
「
平
櫛
田
中
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（
に
い
ぜ
き
・
き
み
こ
／
大
学
美
術
館
教
授
）

「
芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　
特
集
展
示
１

「
赤
松
麟
作
と
そ
の
周
辺
」展

「
夜
汽
車
」の
画
家
の
人
間
愛
に
満
ち
た
生
涯
　
　
　

新
関
公
子赤松麟作「夜汽車」1901年　キャンバス・油彩

161．0×200.0cm 藝大美術館
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展覧会予定
（2003.12～2004.3）

芸大コレクション展：特集
1 赤松麟作とその周辺
2 平櫛田中とそのコレクション
12月12日（金）～2004年2月8日（日）
入場料300円

大藪雅孝退官記念展
1月22日（木）～2月8日（日）
入場無料

第52回卒業・修了制作展
2月21日（土）～2月26日（木）
入場無料

博士研究発表展
12月～1月

美術学部取手校地アートパス取手
12月
入場無料

※開館時間は、いずれも10時～17時。月
曜日休館。ただし月曜日が祝日の場合、
開館することがあります。

※展覧会の名称・会期については、変更
することがあります。

※本学には駐車場はありませんので、お
車でのご来館はご遠慮ください。

※展覧会についてのお問い合わせ
東京芸術大学大学美術館　
Tel.03-5685-7755
NTTハローダイヤル　
Tel.03-5777-8600

※展覧会の紹介は、下記ウェブサイトで
ご覧になれます。
http://www.geidai.ac.jp/museum/

取手館

陳列館

大学美術館本館

（左）「遠山無限・碧層々　黄山
清涼台」153.2cm×170.0cm
（右）「巨雲抱幽石　黄山排雲亭」
153.2cm×170.0cm

山内愚僊「静御前」1897年　二曲一隻屏
風　140．2×150cm 大阪市立近代美術
館（仮称）建設準備室

赤松麟作「孔雀」1894年　布・油彩　二
曲一隻屏風　116．8×116.8cm 大阪市
立近代美術館（仮称）建設準備室

赤松麟作「裸婦」昭和初期　キャンバス・油彩　60．1×80.5cm 大阪市立近代美術館
（仮称）建設準備室
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Geidai Tanshin 芸大★短信

冬から春への奏楽堂 2003.12>>>2004.3

コ
ン
サ
ー
ト
　
楽
器
シ
リ
ー
ズ
Ｖ

藝
大
美
術
館
所
蔵
の
銘
器

〜
眠
り
か
ら
覚
め
る
雅
楽
器
の
逸
品
と
装
束
〜

巨
匠
が
作
っ
た
雅
楽
器
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　

瀧
井
敬
子

芸
大
美
術
館
の
収
蔵
品
は
、
な
に
も
美
術
の
分

野
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
音
楽
関
係
の
も
の

も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
雅
楽
器
の
逸
品

と
装
束
を
コ
ン
サ
ー
ト
で
ご
紹
介
す
る
。

専
門
家
（
雅
楽
の
楽
器
製
作
者
・
修
復
家
・
音

楽
学
者
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
名
工
の

手
に
よ
る
逸
品
ぞ
ろ
い
で
あ
り
、
た
だ
資
料
倉
庫

に
眠
ら
せ
て
お
く
に
は
い
か
に
も
も
っ
た
い
な
い
。

楽
器
と
い
う
も
の
は
演
奏
さ
れ
て
こ
そ
本
来
の
生

命
を
吹
き
込
ま
れ
、
演
奏
さ
れ
て
こ
そ
い
っ
そ
う

響
き
の
美
し
さ
を
増
し
て
ゆ
く
。
美
術
館
の
箱
に

収
め
ら
れ
て
い
た
雅
楽
器
の
い
く
つ
か
を
実
際
に

音
を
出
し
た
み
た
と
こ
ろ
、
在
り
し
日
も
か
く
や

と
思
わ
れ
る
ほ
ど
優
れ
た
音
色
で
は
な
い
か
。
数

百
歳
に
な
る
楽
器
た
ち
が
眠
り
か
ら
覚
め
る
の
で

あ
る
。

美
術
館
所
蔵
の
楽
器
で
、
今
回
、
コ
ン
サ
ー
ト

で
実
際
に
使
用
す
る
の
は
笙
、
篳
篥
、
竜
笛
、
和

琴
、
楽
琵
琶
な
ど
九
種
類
。
そ
れ
に
「
陵
王
」
の

舞
装
束
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
江
戸
時
代
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い

く
つ
か
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
笙
は
真
竹
の
材
質

が
素
晴
ら
し
く
、
保
存
状
態
も
す
こ
ぶ
る
よ
い
。

形
は
多
少
大
振
り
で
、
蒔
絵
の
部
分
は
、
美
術
品

と
し
て
も
感
嘆
に
値
す
る
。
竜
笛
も
、
竹
の
材
質

は
と
び
き
り
で
、
む
だ
な
力
を
入
れ
な
く
て
も
良

い
音
色
が
す
る
。
ま
た
、
和
琴
は
年
月
を
経
た
枯

れ
た
音
色
が
魅
力
で
あ
る
。
楽
琵
琶
は
楽
器
を
包

む
袋
か
ら
し
て
、
並
の
も
の
で
は
な
い
。
紫
の
絹

地
に
金
糸
銀
糸
で
胡
蝶
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
槽

（
胴
の
裏
の
こ
と
）
に
は
紫
檀
の
一
枚
板
を
使
う
と

い
う
贅
沢
さ
で
あ
る
。「
陵
王
」
の
装
束
は
、
き
め

細
や
か
な
織
り
と
丁
寧
な
刺
繍
に
よ
る
。
そ
の
草

木
染
め
の
上
品
な
色
づ
か
い
と
厚
み
の
あ
る
唐
織

は
、
時
を
超
え
て
生
き
る
匠
の
技
を
感
じ
さ
せ
る
。

演
奏
曲
目
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
部：

秘
曲
「
啄
木
」

管
絃
「
双
調
調
子
」、

「
賀
殿
急
」

第
二
部：

舞
楽
「
陵
王
一
具
」、「
長
慶
子
」

聴
き
ど
こ
ろ
と
し
て
は
、
第
一
部
の
「
啄
木
」

は
珍
し
い
楽
琵
琶
の
独
奏
曲
で
、
三
秘
曲
の
一
つ
。

遣
唐
使
藤
原
貞
敏
が
、
唐
の
琵
琶
の
大
家
簾
承
武

よ
り
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
。「
啄
木
」
は
キ
ツ
ツ
キ

の
こ
と
で
、
そ
の
た
め
曲
中
に
楽
器
を
コ
ン
コ
ン

と
叩
く
変
わ
っ
た
奏
法
が
出
て
く
る
。
秘
曲
の
伝

授
に
は
厳
し
い
掟
が
あ
っ
て
、
そ
の
禁
を
破
っ
て

「
啄
木
」
を
演
奏
し
た
た
め
鴨
長
明
が
都
を
追
放
さ

れ
た
話
は
有
名
。
雅
楽
の
世
界
で
は
琵
琶
は
格
式

の
高
い
楽
器
と
さ
れ
、
か
つ
て
琵
琶
を
所
有
で
き

た
の
は
ご
く
限
ら
れ
た
地
位
の
高
い
人
々
で
あ
っ

た
。
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
秘
曲
「
啄
木
」
で
使
用
す

る
楽
琵
琶
に
は
、「
濱
名
」
と
い
う
銘
が
入
っ
て
い

る
。「

双
調
調
子
」
は
、
演
奏
曲
の
調
の
雰
囲
気
を
満

た
し
、
整
え
る
た
め
に
奏
さ
れ
る
。
通
例
、
舞
楽

で
舞
人
が
登
場
す
る
と
き
に
管
楽
器
の
み
に
よ
っ

て
演
奏
さ
れ
る
。
し
か
し
今
回
は
古
式
に
則
り
、

絃
楽
器
も
加
え
て
演
奏
す
る
。
こ
れ
は
、
雅
楽
界

で
は
「
通
」
の
趣
向
で
あ
る
。

現
在
、
和
琴
は
神
楽
・
東
遊
な
ど
日
本
古
来
の

歌
舞
の
み
に
用
い
ら
れ
、
唐
楽
で
用
い
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
平
安
時
代
に
は
管
絃
に
も
用
い
ら
れ

て
い
た
が
や
が
て
省
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸

時
代
に
一
部
の
好
事
家
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。

そ
の
中
心
人
物
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
三
男
田
安
宗

武
。
彼
は
膨
大
な
楽
書
・
楽
譜
を
集
め
、
自
ら
編

曲
・
復
曲
に
も
手
を
染
め
た
。
田
安
の
息
子
の
松

平
定
信
も
雅
楽
を
好
ん
だ
。
芸
大
附
属
図
書
館
に

楽琵琶

笙

竜笛
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奏楽堂演奏会予定
（2003.12～2004.3）

12月1日（月）
芸大定期吹奏楽第69回

12月2日（火）
芸大定期邦楽第67回

12月6日（土）
〝うた〝シリーズⅢ　第3夜

12月14日（日）
ピアノシリーズ2003（プロコフィエフ
没後50年　連続演奏会） 第3日

2004年2月12日（木）
モーニングコンサート第12回（作曲・ピ
アノ）

2月12日（木）
芸大定期室内楽第30回第1夜

2月13日（金）
芸大定期室内楽第30回第2夜

2月20日（金）
東京芸大チェンバー・オーケストラ
第2回定期演奏会

2月22日（日）
楽器シリーズⅤ
「藝大美術館所蔵の銘器」
～眠りから覚める雅楽器の逸品と
装束～

3月16日（火）
上野の春～芸大教官演奏会～
第2回

※平成15年10月31日現在の予定表です。
今後、演奏会内容、日程などについて
は、変更することがあります。

※演奏会の曲目、開演時間などの詳細に
ついては、決定次第、大学ホームペー
ジで発表します。
http://www.geidai.ac.jp

※本学には駐車場はありませんので、お
車でのご来場はご遠慮ください。

※チケットの取り扱い
チケットぴあTEL0570-02-9990／東京
文化会館チケットサービスTEL03-
5815-5452／東京芸大大学美術館ミュ
ージアムショップTEL03-5685-1176

※上記の演奏会のほか、「学内演奏会」「卒
業演奏会」の日程については、下記に
お問い合わせください。
※演奏会のお問い合わせ先
演奏芸術センター演奏係
TEL03-5685-7700

定期演奏会・特別演奏会予定

は
定
信
ゆ
か
り
の
楽
書
が
数
冊
あ
っ
て
、
そ
こ
に

は
「
楽
亭
文
庫
」
の
印
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中

に
大
変
珍
し
い
唐
楽
和
琴
譜
を
見
つ
け
た
の
で
、

今
度
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
そ
れ
を
参
考
に
、
管
絃

に
和
琴
を
加
え
た
演
奏
を
試
み
る
。

恐
ろ
し
い
形
相
の
面
を
つ
け
、
桴
を
手
に
し
て

舞
う
「
陵
王
」
の
舞
踊
は
勇
壮
闊
達
に
し
て
華
麗

で
あ
る
。
通
常
よ
く
上
演
さ
れ
る
「
陵
王
」
は
略

式
の
も
の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
十
五
分
く
ら
い
。
こ

れ
を
全
段
す
べ
て
上
演
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
洋

楽
で
い
う
と
こ
ろ
の
完
全
版
は
「
一
具
」
と
い
い
、

三
十
分
く
ら
い
に
な
る
。
略
式
版
で
は
「
日
掻
手
」

「
小
膝
間
突
手
」
な
ど
の
独
特
の
舞
踊
や
、
無
音
の

な
か
に
舞
人
が
舞
い
始
め
る
「
囀
」
と
い
う
部
分

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
具
形
式
は
、
舞
人

に
と
っ
て
も
楽
の
演
奏
者
に
と
っ
て
も
格
式
の
高

い
も
の
と
さ
れ
て
い
て
、
上
演
は
き
わ
め
て
稀
で

あ
る
。

さ
ら
に
、「
楽
器
シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
枠
内
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
な
の
で
、
楽
器
の
修
復
家
や
装
束
の

製
作
者
の
方
に
も
舞
台
に
あ
が
っ
て
い
た
だ
い
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
美
術
館
所
蔵
の
楽
器

の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
く
。
演
奏
は
東
京
芸
術
大
学
教
官
（
宮

内
庁
式
部
職
楽
部
と
兼
任
の
方
も
多
い
）、
お
よ
び

邦
楽
科
雅
楽
専
攻
学
生
に
よ
る
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
手
）

稜王の装束




